
＊ 赤ちゃんのための母子免疫ワクチン

【 問い合わせ先 】  佐賀市健康づくり課 予防接種係 ℡：0952-40-7279

妊娠２８週０日～３６週6日の妊婦

（注意） 県外の医療機関で接種を希望される方へ

 県外の医療機関で接種を受ける場合は、佐賀市へ事前申請が必要です。

 接種費用は一旦全額お支払いいただきますが、償還払いの申請により接種費用が

   一部助成されます。  

＊ 手続きの詳細は、右のＱＲコード（市ホームページ）を参照ください。 ⇒ 

RSウィルスは、乳幼児の呼吸器感染症の原因となるウイルスです。 

1歳までに50%、2歳までにほぼ全ての子どもが感染すると言われ、特に生後6か月以内の赤ちゃんが感染

すると、細気管支炎や肺炎など重症化する恐れがあります。妊婦さんが妊娠中にワクチンを接種することで母

体で作られた免疫が胎盤を通じて赤ちゃんに移行します。 

ワクチンの発症・重症化予防効果は、重症化リスクの高い生後6か月頃までの有効性が証明されています。 

対象者

ＲＳウイルスワクチン接種のご案内

筋肉内注射（妊娠ごとに１回）

接種方法

予防接種の受け方

① 母子健康手帳、② 予防接種予診票 を持って、

実施医療機関を受診してください。料金は、無料です。

 ＊ 市内の実施医療機関にも予診票はあります。

 ＊ 予診票の説明文を事前によく読みましょう。

実施医療機関

県内の実施医療機関で個別接種ができます。（要予約）

  ＊ 市内及び県内の実施医療機関は、下記ＱＲコードを参照

   【市内医療機関（市ＨＰ）】 【県内医療機関（県ＨＰ）】 

◎ 厚生労働省のホームページでは、ＲＳウイルス感染症の内容や
  ワクチンの効果、安全性等についてより詳しく紹介しています。 

＊ 右のQRコードからご覧いただくことができます。 ⇒ ⇒ ⇒

～ 令和８年度から国の定期予防接種が始まりました！ ～

胎盤を通じてお腹の赤ちゃんに
免疫が移行します

※１

※１ 接種後１４日以内にお子さんが誕生した場合、ワクチンの有効性が確立していません。
そのため妊娠３８週6日までに出産を予定されている場合は、医師に相談してください。

※２ 過去の妊娠時にRSウイルスワクチンを接種した方も対象になります。

※２
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